
rush down 勢いよく流れる river rapids 川の急流

ピーター・マックミラン

move on どんどん進む

lonely stag ひとりぼっちの雄鹿

bell 鳴く

ピーター・マックミラン saddest 悲しい

Autumn at its saddestーー
Rustling through the leaves.

and moving on alone
deep into the mountains,

I hear the lonely stag
belling for his doe.

rustle さらさらと音を立てる

through …を通って

leaves 葉

doe 雌鹿

原作には、"may be parted will be one again" の主語が明記されていない。先行する訳の多くは、 "it"をその主語にし
ているーー"it"(すなわち水)は、川の中の岩で押し分けられることはあっても、その岩を過ぎれば再び合わさる、というわけで
ある。たしかに、うわべはそのような意味であるが、作者が詠もうとしたのは、目にしたままの情景にとどまらない。崇徳院は
"we" とはいっていないが、自らを急流になぞらえていることを、読者は理解してくれると想定していたに違いない。マックミラ
ンが "we" という主語を用いたことで、その訳はきわめて印象深いものになっている。

ドナルド・キーン

和
歌

奥山に　もみぢふみわけ　鳴く鹿の　声聞くときぞ　秋はかなしき
（猿丸大夫）

訳
「人里から離れた山で、散り敷かれた紅葉を踏み分けながら、雌鹿を恋しがって鳴いている雄鹿の声が聞こえてくる時、い
よいよ秋は悲しく感じられる。」

ピーター・マックミラン

Like water
rushing down

the river rapids
we may be parted

by a rock,
but in the end

we will be one again.

be parted 分かれる in the end 結局は

ドナルド・キーン

2.主語の補完

和
歌

瀬をはやみ　岩にせかるる　滝川の　われてもすゑに　逢はむとぞ思ふ
（崇徳院）

訳
川の瀬の流れが速く、岩にせき止められた急流が２つに分かれる。しかしまた１つになるように、今は分かれても、いつか
はきっと再会しようと思っている。

parting 別れ

farewells 別れのあいさつ stranger 見知らぬ人

barrier 関所 exchange 交換する crowds 大勢の人

訳
行くひとも、帰るひとも、別れてはまた会い、別れてはまた会い、知らない人も知っている人も、別れてはまた会い、別れて
はまた会い、ここが、あの逢坂の関ですね。

ドナルド・キーン（1922〜2019） ピーター・マックミラン（1959〜)

This is the Barrier
Where people come and people go

Exchanging farewells;
For friends and strangers alike

This is Meeting Barrier.

So this is the place!
The crowds,

coming
going

meeting
parting;
friends

strangers.
known

unknown
The Osaka Barrier.

百人一首を読み味わう～古典×英語～
市立札幌藻岩高等学校　對馬光揮

1.詩の形

和
歌

これやこの　行くも帰るも　別れては　知るも知らぬも　逢坂の関　
（蝉丸）

（自分の英訳について） 57577といった5句から成る和歌の形式を重視したことで、3行目のような原作のどの部分

にも対応しない文が挿入されている。

（マックミランの英訳について） わたしはこの訳を読んで、これこそ、もっとも成功裏に原作を移しかえた作品であると

信じるに至った。原作の五句を、あえて十一行にまで拡大したマックミランの試みは、精彩にあふれた英詩をつくりだす

のに与って力がある。この訳では、先行する訳者たちが入れなかった一行目の感嘆符に至るまでが、効果的というだけ

でなく、正確に用いられている。さらに、"ing" で終わる言葉を反復することで、原作のリズムも伝えている。

日本語のものでは、主語は明らかでない｡ （紅葉を踏み分けたのは）鹿であるかもしれないし､山深く分け入っている

詠み人かもしれない。わたしは人間を主語にして訳してみた。



lost in thought 思いにふけるような gaze じっと見つめる

　この歌のすべてを漏らすまいとした次のような翻訳（英訳①）は、原作の一つ一つの構成部分を未消化なまま列挙したにすぎ
ず、およそ詩であるとはいいがたい。（英訳①の）最後の数行では、原作が暗示的に表現しているものが、くどくどしい説明に
なってしまい、翻訳はまったくの不出来に終わっている。

　もう一つの選択肢は"alone/lost in thought"を、次（英訳②）のように "so sadly"と訳してしまうことであろう。この歌
は、濃密な悲しみに満ちている。涙を流しながら、華麗な羽をつくろっているかのような天才の悲しみであるだけに、それは
いっそう胸に迫る。わたしはこのケースでは"so sadly" が効果をあげていると思っているが、古の日本の偉大な歌人で編者
の紀貫之は悲しみのような感情は暗示されるべきであって、直接詠むものではないことを説く (『古今和歌集』仮名序)。わた
しは百年以上前から現在に至るまでのこの歌の十何種もの翻訳を読み返してきた。たいへんすぐれたものはいくつかあった
が、完全に満足がいくというものは一つもなかった。

ピーター・マックミラン

talent 才能 fade 衰える

blossom 花 endless rain 果てしない雨

英訳① 英訳②

A life in vain.
I've grown old
so quicklyーー
lovers gone,
my beauty

talents faded
like these blossoms

fading in endless rain
that I sit here

alone
lost in thought

gazing.

A life in vain.
I've grown old

my beauty talents faded
like these blossoms

fading in endless rain
that I sit here so sadly

gazing out upon.

vain 空虚な grow old 歳をとる

和
歌

花の色は　移りにけりな　いたづらに　わが身世にふる　ながめせしまに
（小野小町）

訳
「桜の花の色は、長雨が降る間に、いたずらに色あせてしまった。私の美しさもまた、色あせてしまっていた。さまざまなこ
とを思い悩んでいるうちに。」

3.和歌を英訳するという難問

　「百人一首」は一首一首がそれぞれに難問をはらんでおり、また、そのむずかしさにも差がある。ここでは、向かいあった難問
をわたしがどう解いたかを示すべく、 その例を紹介しようと思う。

　わたしが目的とするのは、読みやすく、しかも詩的な翻訳である。(中略)つまり、常にもっともシンプルで現代的な英語の表現
を用いるよう心がけたのである。たとえば、古い日本語で"逢う"という動詞はただ会うというだけでなく、恋人同士が愛を交わ
す目的で会うという意味を含んでいる｡ しかし、英語の間接的な表現でそれを伝えようとすれば､強く確かな語感は失われてし
まう。 わたしはかわりに、"あなたと一夜を過ごす"というように訳した｡ それこそが意味しているところであり、それを直接的
に表現することで、現代の読者にも原作の生き生きした感情がずっと理解しやすくなるからである。

　「百人一首」を翻訳する上でのもう一つの困難は、和歌がしきたりで縛られていることである。そういうしきたりの一例に、地
名が一定の連想につながるコー ドのようになっていたり、日本の古典の読者にならわかる行動を意味するということがある｡
たとえば､"逢坂"は､同音の現代都市ではなく、当時の関所を指す。それは地名であると同時に"逢う"、とくに恋人同士の密会
を意味している｡ "難波潟"は遊女との出会いで有名な場所であった。 難波の葦は、短さ、あるいは短い出会い (一夜だけの情
事を含む)を意味した｡"春日神社"は旅人が海外に渡航する前に無事を祈る場所であった。これらの名に触れてあるだけで、あ
る者は、ただそのような連想を浮かべるのである。

　このような言葉の上のしきたりの中には、新しい時代で生き残っているものもあるが､ もはや現代英語には置き換えられな
いものも多い｡ たとえば､いくつかの歌に用いられている"みおつくし"という言葉がある。これは"澪標"(訳注: 水路標)と"身を
尽くし"の両方の意味を持つ。それらの歌では､航行可能な水中の深みを示す木の杭のように、我が身をすり減らすという思い
を詠んでいるのである。しかし、このプラスチックの時代、木の杭のように身をすり減らすなどといわれても、読者はぴんとこな
い。せっかくのレトリックも、たとえば、それをすぐに理解できる定家と同世代の読者に対するような効果はあげられないので
ある。このようなしきたりの多くは、現代日本語においても、その意図がすぐに伝わるということはない。当時にしても、歌人自
らが和歌を詠むにはあまりに制約が多いと感じ、かわりに漢詩をつくることがあったほどなのである。

　また別の困難は、きわめてシンプルな光景を歌人が独特の微妙な感覚でとらえている場合である。つまり､翻訳してみると、そ
れは単なるイメージ、あるいは､歌というよりも歌の断片としか思われないのである｡季節を詠んださらにシンプルな歌は、原作
の繊細な詩的感覚を保ったままでとなれば、翻訳が一段とむずかしい。しかしながら、日本の古典文学の偉大な力の一つがあ
ることは間違いない。和歌は、シンプルでも奥行きのあるイメージの中に、深い感情と優美な感性をあらわすことができるから
である｡

ピーター・マックミラン
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4 難しかった点

【参考・引用文献】　ピーター・マックミラン(著),佐々田雅子(翻訳).『英詩訳・百人一首香り立つやまとごころ 』.集英社.2009年
最果タヒ.『百人一首という感情』.リトルモア.2018年

6.あなたの百人一首を英訳する

課
題

STEP1であなたが選んだ「お気に入りの一首」を英訳し、以下の4点をGoogleフォームで回答してください。

あなたが考えた英訳 日本語訳 解説とポイント

日本語訳 解説とポイント 難しかった点

5.解釈・表現の参考

　「最果タヒ」という現代の詩人が、百人一首を現代詩に作り替えた作品で、『千年後の百人一首』という本があります。
　出版にあたって、どのような思いで百人一首と向き合ったのか、エッセイ『百人一首という感情』より、小野小町への思いを述
べた最果タヒさんのエッセイを紹介します。

花の色は　移りにけりな　いたづらに　わが身世にふる　ながめせしまに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野小町

　桜の花びら、というのは、本当にあっという間に汚くなってしまう。枝の上にある間は、あんなにささやかな色で、華やかに咲
き乱れる桜の姿に、好きだとか嫌いだとかいうことなど忘れて、ただすべて連れ去られるのに、ささやかな色だからこそ、簡単
に泥に染まって、ぐちゃぐちゃになった土の上の花びらには興ざめするのだ。勝手に。桜からすればそんな軽薄なこと、ないだ
ろう。それでも。
　他の花だって散るのだ、そうやって土にかえっていくことが、彼らにとっては意味があるのだ。それでも、桜のあの色は、その
薄い色に「あ」と思える自分自身すら愛おしくなってしまうような、そういう儚さで。だから、どこか神聖視でもしているのかな
あ。そんなの、やだなあ。それでも。やっぱり、そうなのだろうなと、自覚する雨上がりの桜の樹の下。踏まれて汚れてみっとも
なくなった、花びらたちを、私もわざと、踏んで、進む。そんな時間のことを、思い出しながら訳していた。
　最初に訳した百人一首でした。元の歌とどれぐらいの距離を保ったらいいのか、ということを探り探り、訳しました。9番には、
一つの言葉で二つの意味を表している、という非常に和歌らしい要素(掛詞)が複数あり、それを無視することはできないだろ
う、というのがまず、強くありました。「降る」と「経る」の二つの意味をかけることで、雨が降るさまと、年が経っていくこと、つ
まり自分が老いていくことをかけている。雨と桜は、たしかに失われていくものの象徴のようだと、私も思った。それが小野小
町の感じていた結びつき方とは違うのかもしれない、そこを正確に知っていくことは、現代からは難しいけれど、でも、桜を見
て、自分の失われていく若さみたいなもの、たとえ老いることでたくさん得るものがあったとしても、それでも、失われ、みっと
もなくなっていく部分がはっきりと見えてしまう、毎日見えてしまう、というそのことを、思い起こしていく、それはよくわかる。

「桜の花の色は、長雨が降る間に、いたずらに色あせてしまった。私の美しさもまた、色あせてしまっていた。さまざまなことを
思い悩んでいるうちに。」

　掛詞というのはふしぎで、それを分割して、訳していくと急に、その奥行きのようなものが消えていく。何層ものレイヤーで出
来上がっていた絵を、それぞれのレイヤーで分けて展示してしまうような感覚。たとえば、「眺め」と「長雨」がかかっている。これ
は、「物思いにふけっている間に(すっかり老いてしまった)」「長雨が降っている間に(桜の花の色がすっかり褪せてしまった)」
という掛け方なのだけれど、こうして並列にしていいのだろうか？　原文は重ねている。重ねているからこその効果は、無視し
ていいのか？　最初に訳した歌でもあるので、そこで何度も悩んでいた。「誠実に、歌を分解していくことで、壊れていくもの」
がどうしても、気になる。
　小野小町はこの歌を詠んだとき、雨が降るなか、その向こうに見える桜を眺めていたのだろう。もしくは、雨上がりに散ってし
まった桜を見たのかなあ。長雨、とはいうけれど、見た瞬間の雨は一瞬のものだ。そういえばずっと降っているなあ、降ってい
たなあ、と思いながら、色あせた桜を見たとき、「そういえば私の美貌も」なんて、わざわざ思考を転調させたりはしないように
思う。雨の一瞬や、雨の跡をみたとき、ふうっと、思考がそれまで降ってきた雨に流れていき、そうして重なっていくように、そ
れまで同じように遠くを見て、いろんなことを思い悩んできた、そのことを思い出す。いつのまにか、こんなにも、時間が経っ
た、雨の向こうには色あせた桜がある、共鳴するように、私も随分歳をとったなあ、と思う。すべてが重なっていて、繋がってい
て、そうして、同時に生じた感情なんじゃないだろうか。だとしたら言葉を分解して、順序づけて描いていくことは、その同時性
を壊してしまうことにはならないのかなあ。
　勉強として百人一首に向き合っていたころ、それは言葉を分解していく作業だった。その歌がどのように素晴らしくて、この
31文字の中に、ぎゅっと意味を詰め込み、それを美しく見せているのか、理解するためには必要なことだった。けれど、その歌
を詠んだ作者たちが、そうしたことを逆算ですべてやっていたかというと、それはどうも違う気がする。まず、彼らをつきうごか
した「この瞬間を詠みたい」という衝動があったはずで、その感性が羽ばたく瞬間、それにつられ、彼らの技術が花開いただけに
過ぎない。私はそれに誠実になりたかった。詩の言葉でなら、そこまで行けないだろうか。そこまで、行かなくてはいけないので
はないか。

　今の日本語は、できるかぎりはっきりと、わかりやすく、誰にでも伝わるように整理して表現することが求められる。けれど、
私にとって詩はその真逆にある言葉だった。わかりあうことなんてできないような、もやもやした曖昧な部分を、わからないま
まで、言葉にする。「わからないけれど、でも、なんかいいなって思った」と言ってもらえるとき、私はその詩が書けてよかった
な、と思う。すべてを明確に記すことはないけれど、そのかわりに、グラデーションのような感覚を言葉にすることができるはず
で、少なくとも私はそう信じてきたのだ。最初に訳そうとしたこの歌で、私は詩の言葉で訳す意味みたいなものを見つけた気が
した。途方も無いことだな、とも思った。思ったけれど、でも私は、逃げないだろうな。一つ目の訳。そのとき、そんなことを考え
ていた。

4.小野小町の百人一首を英訳する

課
題

「花の色は　移りにけりな　いたづらに　わが身世にふる　ながめせしまに」を英訳し、以下の6点をGoogleフォームで回
答してください。

作者について あなたの解釈 あなたが考えた英訳


